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補足説明資料 ３-16（11条） 

  



 

補３－16－１ 

天井面の開口部及び貫通部について 

 

１． はじめに 

被水影響評価では，溢水源からの直線軌道の飛散による被水及び天井面の

開口部若しくは貫通部からの滴下による被水を考慮する。 

本資料は，後者に挙げた天井面の開口部及び貫通部の例を示すものである。 

 

２． 天井面の開口部及び貫通部（例） 

天井面の開口部及び貫通部の例を，それぞれ第１図及び第２図に示す。 

  



 

補３－16－２ 

 

第１図 天井面の開口部（例） 

 

 

第２図 天井面の貫通部（例） 

 

以 上 

ダクト貫通部 

開口部 
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補足説明資料 ４-６（11条） 

  



補４－６－１ 

溢水影響評価の実施について 

 

本施設において実施する溢水影響評価では，内部溢水ガイドを参考に，溢

水源を発生要因別に分類の上，各要因において生じ得る溢水量を算出し，溢

水により安全上重要な施設の安全機能が喪失しないことを評価にて確認する。 

しかし，溢水影響評価の実施に当たっては，本施設における保有水量及び

溢水量の算出が必要であり，配管及び設備の配置等が決定している必要があ

る。本施設は現在製作設計を進めている段階であり，配管の配置は未確定で

あることから，現時点では保有水量，溢水量及び溢水影響評価の確度を高め

ることは困難である。 

上記に伴い，本施設における溢水量，溢水防護対象設備の配置及び溢水影

響評価結果等については，設計及び工事の方法の認可申請時に示すものとす

る。 

 

以 上 
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補足説明資料 ６-１（11条） 

  



補６－１－１ 

溢水影響評価における床勾配及びゆらぎの考え方と評価の妥当性について 

 

１． 床勾配の考え方 

溢水水位の評価では，床勾配分を考慮する。 

具体的には，溢水水位の評価において，床勾配高さの半分を評価区画全体

の溢水水位に付加し，評価する水位が保守的となるように床勾配分に留まる

水量を考慮せずに評価する。 

第１図に示すとおり，床勾配（最大 100mm）を考慮し，床勾配の半分高さ

50mmを溢水水位算出の基準点とする。 

ただし，フリーアクセス床及び床勾配のない部屋については，床勾配高さ

を考慮しない。 

 

 

 

 

 

 

第１図 溢水水位算出時の床勾配の考慮について 

  

壁 

床勾配の半分高さを溢水 
水位算出の基準とする 

床勾配 

▽基準床面 

▽床勾配の半分高さ 

▽溢水水位 

▽床勾配高さ 



補６－１－２ 

２． 没水影響評価における保守性について 

２．１ 水位の算出における保守性について 

(１) 溢水量を算出する際に，配管口径，配管長から算出される系統保有

水量の計算値に対して，10％の裕度を確保する。 

(２) 滞留面積の算出においては，壁及び床の盛り上がり（コンクリート

基礎等）範囲を除く有効面積を滞留面積とする。 

(３) 溢水防護区画内に設置されている床ドレンについては，溢水水位が

高くなるように他の区画へ流出しない設定とする。 

 

溢水水位の算出においては，以上のように保守性を確保しているが，没

水影響評価においては，さらに次に記載するゆらぎを考慮する。 

 

２．２ 機能喪失高さのゆらぎ影響考慮について 

溢水の状態を考慮した場合に，溢水の流入状態，溢水源からの距離，人

のアクセス等により一時的な水位変動（ゆらぎ）が生じることが考えられ

るため，溢水防護対象設備の機能喪失高さと水位の比較においては，算出

した溢水水位に対して溢水の伝播経路による流況等も考慮し，一律 100mm

の裕度を確保する設計とする。 

機能喪失高さ－ゆらぎ100mm≧溢水水位 

以 上 
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補足説明資料 ６-２（11条） 

  



補６－２－１ 

アクセスが可能な滞留水位の設定について 

 

溢水発生時に現場へのアクセスを考慮する場合の条件については，国土交

通省の「地下空間における浸水対策ガイドライン」での歩行が困難となる深

さ等を参考に評価する。 

上記のガイドライン 同解説「１．５避難行動における限界条件の設定」

では，歩行限界水深の設定例を示しており，避難経路となる通路等の浸水深

30cmを避難の限界（通常の歩行が困難となる深さ）として設定している。 

しかしながら，流水の大きさと歩行の安定性については，「成年男子の場

合、水深が膝程度（40～50cm程度）の時には、流速がある程度あったとして

もゆっくりであるが安定して歩け、水深が股下程度（80cm程度）の時には、

大きく影響を受け歩きづらくなっている。」（下図参照）との試験結果の紹

介がされている。 

上記を踏まえ，本施設の溢水評価上，歩行可能な水深の判定基準を原則滞

留水位20cmと設定する。 

 

出展：地下空間における浸水対策ガイドライン 同 解説＜技術資料＞ 



補６－２－２ 

参考資料：地下空間における浸水対策ガイドライン 

 同解説 [技術資料１．５．１（１）] 

 １．５ 避難行動における限界条件の設定 

１．５．１ 浸水している廊下・居室等を避難する際の限界条件 

[技術資料１．５．１（１）] 

 

ただし，最終滞留区画等において，滞留水位が50cmより高くなる場合を想

定した歩行試験を実施しており，流れがない状態で防護服を着用し，歩行試

験を行った結果，50cmを超える滞留水位においても，歩行可能であることが

確認された。 

 

＜試験条件＞ 

・水位 ： 0.5ｍ，0.8ｍ，1.1ｍ 

・距離 ： 25ｍ 

・装備 ： タイベック及びアノラックスーツ，全面マスク，胴長靴着用 

各水位で10kgの運搬荷物の有/無の２種測定 

・人数 ： ８名 

 

＜試験結果＞ 

水位1.1ｍにおいても25ｍの歩行は１分以内で可能という結果となった。 

歩行速度については，８名について水位が高くなるほど到達時間が増える

傾向にあるものの個人差によるバラツキが見られた。（下表参照） 

  



補６－２－３ 

＜試験結果まとめ＞ 

 

 

以 上 

  



補６－２－４ 

＜参 考＞ 
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補足説明資料 ６-４（11条） 

  



補６－４－１ 

アクセス通路部の適切な保守管理について 

 

溢水発生後の現場確認のためのアクセス通路部については，アクセス性を

阻害しないよう以下の保守管理を行う。 

 

(１) 常設機材の転倒防止措置 

アクセス通路部に常設する転倒の可能性のある棚については転倒防

止措置を講じる。 

 

(２) 持込み資機材の固縛措置 

工事等で持ち込む資機材については，固縛措置を講じる。 

 

以 上 
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補足説明資料 10-５（11条） 

  



補 10－５－１ 

地下水の排水設備について 

 

１． はじめに 

燃料加工建屋の周辺地下部に排水設備を設置しており，同設備により建

屋周辺に流入する地下水の排出を行っている。 

以下に敷地外までの地下水の排水フローを示す。 

排 水 管 

↓ 

集 水 管 

↓ 

集水ピット 

↓ 

排水ポンプ（２台交互運転／１集水ピット） 

↓ 

側   溝※1 

↓ 

敷 地 外※1 

※1：「敷地外への側溝排水経路」については【補足説明資料２－１】参

照 

 

２． 配置及び構造 

地下水集水管・排水管の概略図を第１図に，集水ピットの概略図を第２

図に示す。 

 

  



補 10－５－２ 

 

第１図 地下水集水管・排水管の概略図 

  



補 10－５－３ 

 

第２図 集水ピットの概略図 

 

 

以 上 
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補足説明資料 11-１（11条） 

  



補 11－１－１ 

重大事故等対処施設を対象とした溢水防護の基本方針について 

 

本補足説明資料の内容については，第27条の整理資料にて記載する。 

 

以 上 
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